
  

仕   様   書 

 
１ 件 名 

産業廃棄物収集運搬処分（混合廃棄物） 

 

２ 概 要 

  陸上自衛隊福島駐屯地から発生する産業廃棄物（混合廃棄物）の収集運搬処理を実施するもの。 

 

３ 内容及び予定数量 

内  容：混合廃棄物 

予定数量：１６５㎥ 

 

４ 期間及び収集場所 

期  間：令和８年４月１日から令和９年３月３１日までの間。 

  収集場所：陸上自衛隊福島駐屯地内 

 

５ 収集要領 

(1) 細部は官側と協議すること。 

(2) 指定された場所で収集し、処理後の清潔を保つこと。 

(3) 実施に当たっては、関係する法令、条例及び規則等を遵守すること。また、必要ある届出等 

は、請負者の負担において実施する。 

 

６ 検 査 

  検査は収集作業終了後の状況確認及びマニフェストＥ票（写し）の提出をもって実施すること。 
 

７ その他 

 役務履行中において本仕様書に記載されていない事項については、監督官の指示を受けて実施 

すること。 

 

仕 様 書 番 号 ２７ 

仕様書作成年月日 令和８年１月３０日 

調 達 要 求 番 号 ６ＮＱ０１Ｃ８０５００ 

担 当 部 隊 福島駐屯地業務隊管理科 

担 当 者 後藤 佑紀 

品 名 産業廃棄物収集運搬処分（混合廃棄物） 

予 定 数 量 １６５㎥ 



仕  様  書 

仕 様 書 番 号 ２８ 

仕様書作成年月日 令和８年１月３０日 

調 達 要 求 番 号 ５ＮＱ０１Ｃ８０５０１ 

担 当 部 隊 福島駐屯地業務隊管理科 

担 当 者 後藤 佑紀 

品 名 一般廃棄物収集処分（事業系一般可燃物） 

予定数量（単位） ５０,０００㎏ 

 

１ 件 名 

一般廃棄物収集処分（事業系一般可燃物） 

 

２ 概 要 

  陸上自衛隊福島駐屯地から発生する事業系一般可燃物の収集処分を実施するもの。 

 

３ 内容及び予定数量 

内  容：事業系一般可燃物（但し、残飯類は含まないものとする）※福島市指定物 

予定数量：年間 約５０,０００㎏ 

 

４ 期間及び収集場所 

  期  間：令和８年４月１日から令和９年３月３１日までの間 

収集場所：陸上自衛隊福島駐屯地 ごみ集積所及び監督官の指示する場所。 

 

５ 収集要領 

(1) 週１回を基準とし、細部は監督官と協議すること。 

(2) 収集日が処理場の閉鎖日又は荒天時等止むを得ない事情により収集できないときは、 

  事前に監督官に通報し、その指示を受けること。 

(3) 指定された場所で収集し、処理後の清潔を保つこと。 

(4) 収集数量の証明は、計量表及び収集伝票をもって行う。 

 

６ その他 

  役務履行中において本仕様書に記載されていない事項については、監督官の指示を受け 

 て実施すること。 



仕  様  書 

仕 様 書 番 号 ２９ 

仕様書作成年月日 令和８年１月３０日 

調 達 要 求 番 号 ５ＮＱ０１Ｃ８０５０２ 

担 当 部 隊 福島駐屯地業務隊管理科 

担 当 者 後藤 佑紀 

品 名 一般廃棄物収集処分（草・木屑） 

予定数量（単位） ８０，０００㎏ 

 

１ 件 名 

一般廃棄物収集処分（草・木屑） 

 

２ 概 要 

  陸上自衛隊福島駐屯地から発生する一般廃棄物（草・木屑）の収集処分を実施するもの。 

 

３ 内容及び予定数量 

  内  容：草、木屑（枝）※福島市処分場への搬入条件を満たしているもの 

  予定数量：年間約８０，０００㎏ 

 

４ 期間及び収集場所 

  期  間：令和８年４月１日から令和９年３月３１日までの間 

  収集場所：陸上自衛隊福島駐屯地内で監督官が指定した場所 

 

５ 収集要領 

(1) 細部は監督官と協議するものとする。 

(2) 収集日が処理場の閉鎖日又は荒天時等止むを得ない事情により収集できないときは、 

  事前に監督官に通報しその指示を受けること。 

(3) 指定された場所で収集し、処理後の清潔を保つこと。 

(4) 収集数量の証明は、計量表及び収集伝票をもって行う。 

 

６ その他 

  役務履行中において本仕様書に記載されていない事項については、監督官の指示を受け 

 て実施すること。 

 

 

 

 

 

 

 



仕  様  書 

仕 様 書 番 号 ２４ 

仕様書作成年月日 令和８年２月４日 

調 達 要 求 番 号 ６ＮＱ０１Ⅽ８０５０４ 

担 当 部 隊 福島駐屯地業務隊管理科 

担 当 者 後藤 佑紀 

件 名 浄化槽汚泥汲取（駐屯地） 

予 定 数 量 ２１０㎥ 

 

１ 件 名 

浄化槽汚泥抜取（駐屯地） 

 

２ 適用範囲 

  陸上自衛隊福島駐屯地が管理する浄化槽の汚泥汲取を実施するもの。 

 

３ 場所及び予定数量 

場  所：福島駐屯地 浄化槽（１，６００人槽） 

予定数量：汚泥 年間約２１０㎥（約１７.５㎥／月×１２ヶ月） 

 

４ 収集要領 

(1) 令和８年４月１日から令和９年３月３１日までの間実施すること。 

 (2) 請負者は、監督官の指示を受けて実施すること。 

(3) 指定された場所で収集し、処理後の汚染させた場合には清掃すること。 

(4) 収集数量の証明は、計量表及び収集伝票を監督官に提出すること。 

(5) 浄化槽維持のため必要な給水を行うこと。 

 

５ その他 

  役務履行中において本仕様書に記載されていない事項については、監督官の指示を受け 

 て実施すること。 
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　　示を受けて実施すること。

 (2)　その他疑義がある場合は、契約担当者等に申し出て、協議するものとする。

３　一般廃棄物の内容

仕　様　書
仕　様　書　番　号

作　成　年　月　日

調　達　要　求　番　号

担　　当　　部　　隊

 (4)　収集後は、そのまま処理場に搬入することを原則とし、収集場所から処理場

 (5)　収集場に搬入後、速やかに計量表を官側に提出すること。

７　その他

 (1)　役務履行中において、本仕様書に記載されてない事項については、官側の指

令和８年２月５日

６　収集要領

 (1)　収集する車両は、当日の作業前に官側に空車である事の確認を受けること。

 (2)　収集業者は、官側の指示を受けて実施すること。

 (3)　指定された場所で収集し、処理後の清潔を保つこと。

　　時は、事前に官側に通報しその指示を受けること。

 (1)　残　飯

 (2)　残　菜

４　収集場所

　　陸上自衛隊福島駐屯地　食堂

単　　　　位

５　収集日

 (1)　収集日は、祝日・土曜日・日曜日を除く官側が指定した日とする。

 (2)　収集日は処理場の閉鎖日又は荒天時等止むを得ない事情により収集出来ない

予　　定　　数　　量

 　 までの間、第三者の廃棄物を混入しないこと。

第 ３ 号

１　適用範囲

　　本仕様書は、一般廃棄物収集運搬処理について規定し福島駐屯地で実施する場

４５，０００

６ＮＱ０１Ｃ９０００３

福島駐屯地業務隊　補給科

一般廃棄物収集運搬処理料（残飯・残菜）

ｋｇ

　合に適用する。

　　令和８年４月１日～令和９年３月３１日

２　期　間

件　　　　名



調　達　要　求　番　号 ６ＮＱ０１Ｃ９０００４

仕　様　書
仕　様　書　番　号 第 ４ 号

作　成　年　月　日 令和８年２月５日

担　　当　　部　　隊 福島駐屯地業務隊　補給科

件　　　　名 油水分離槽清掃役務

単　　　　位 ㎥

予　定　数　量 ９

１　適用範囲

　　本仕様書は、油水分離槽清掃役務について規定し、福島駐屯地で実施する場合

　に適用する。

　　る。

２　期間

　　令和８年４月１日～令和９年３月３１日

３　役務施行場所

　　陸上自衛隊福島駐屯地隊員食堂横の油水分離槽１基

４　施行要領

 (1)　油水分離槽内の清掃は、上部油水及び下部沈殿汚泥を汲み取り、分離槽内の

　　壁及び仕切り板を洗浄する。

 (2)　請負業者持ち込みのバキューム車により吸引して実施する。

 (3)　清掃作業は、官側の指定する日の０７３０から０８３０の時間帯を基準とす

 (2)　設備等の不良箇所を発見した場合は、速やかに官側監督官に届け出る。

５　作業の監督

　　清掃作業を実施する場合は、事前に官側監督官と日時等の調整をし、官側監督

　官立会のもと実施すること。

６　契約相手側負担

 (1)　作業監督者及び作業員

 (2)　清掃作業に使用する機械、器具、資材等及び消耗品

７　実施上の一般事項

 (1)　清掃作業に当たっては、常に官側監督の指示に従うもとする。

　　・Ｂ２・Ｄ・Ｅ票）を提出する。

 (6)　その他疑義がある場合は、契約担当官等に申し出て、協議するものとする。

 (3)　設備等に損害を与えた場合は、速やかに官側監督官に報告し、契約相手側負

　　担で現状に復帰すること。

 (4)　災害予防については、十分な対策を講じて実施する。万が一突発事故等が発

　　生した場合は、速やかに官側監督官に報告するとともに契約相手側の責任にお

　　いて処置する。

 (5)　吸引した油汚泥等は、指定された処分場で確実に処分し、マニフェスト（Ａ



　　示を受けて実施すること。

 (2)　その他疑義がある場合は、契約担当者等に申し出て、協議するものとする。

３　産業廃棄物の内容

仕　様　書
仕　様　書　番　号

作　成　年　月　日

調　達　要　求　番　号

担　　当　　部　　隊

 (4)　収集後は、そのまま処理場に搬入することを原則とし、収集場所から処理場

 (5)　「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づき適切に処分する。

７　その他

 (1)　役務履行中において、本仕様書に記載されてない事項については、官側の指

令和８年２月５日

６　収集要領

 (2)　収集日は処理場の閉鎖日又は荒天時等止むを得ない事情により収集出来ない

予　　定　　数　　量

 (1)　収集する車両は、当日の作業前に官側に空車である事の確認を受けること。

 (2)　収集業者は、官側の指示を受けて実施すること。

 (3)　指定された場所で収集し、処理後の清潔を保つこと。

　　時は、事前に官側に通報しその指示を受けること。

　　廃プラスチック類

４　収集場所

　　陸上自衛隊福島駐屯地　食堂

件　　　　名

単　　　　位

５　収集日

 (1)　収集日は、祝日・土曜日・日曜日を除く官側が指定した日とする。

 (6)　マニフェスト（Ａ・Ｂ２・Ｄ・Ｅ票）を提出する。

 　 までの間、第三者の廃棄物を混入しないこと。

第 ５ 号

１　適用範囲

　　本仕様書は、産業廃棄物収集運搬処理について規定し福島駐屯地で実施する場

１６

６ＮＱ０１Ｃ９０００５

福島駐屯地業務隊　補給科

産業廃棄物収集運搬処理料（廃プラスチック類）

㎥

　合に適用する。

　　令和８年４月１日～令和９年３月３１日

２　期　間



調達要求番号：６NQ０１C９００１２

物 品 番 号

作　　　　成 令 和 8 年 2 月 16 日

変　　　　更

作成部隊等名 福島駐屯地業務隊補給科

1　総則

　適用範囲

 

2　件　名

3　産業廃棄物の内容　

4　収集場所

5　収　集　日

   収集日は、業者と官側の調整とする。 

6　収集要領

　(1)  収集後は、処分場に搬入し、中間において第三者の廃棄物を混入しないこと。

  (2)  収集業者は、官側の指示を受けて搬出を実施する。

7　監督及び検査

　　役務履行に対し監督を実施し、役務終了後検査する。

8　その他

 （２）  本仕様書に関し、疑義がある場合は、当該係官に連絡し、指示を受けること。

 （１）  最終処分完了は令和9年３月３１日（水）までにマニフェストのＥ票を業務隊補給科へ送付完了させる

　　　こと。業務隊担当者がマニュフェストE票の確認後、役務の終了とする。

　　陸上自衛隊　福島駐屯地業務隊内　管理官倉庫南側及び愛宕山

陸　上　自　衛　隊　仕　様　書

仕　様　書　番　号

産業廃棄物収集運搬処理
（混合廃棄物）

第　７　号

　  混合廃棄物　48㎥

　　内訳：鉄、廃プラスチック、木、ゴム、ガラス等の混在したもの

　この仕様書は、福島駐屯地業務隊において実施する産業廃棄物収集運搬処理（混合廃棄物）

　　　について規定する。

　　産業廃棄物収集運搬処理（混合廃棄物）



調達要求番号：６NQ０１C９００１３

物 品 番 号

作　　　　成 令 和 8 年 2 月 16 日

変　　　　更

作成部隊等名 福島駐屯地業務隊補給科

1　総則

　適用範囲

　この仕様書は、福島駐屯地業務隊において実施する一般廃棄物収集運搬処理（木屑）について規定

  する。
 

2　件　名

　　一般廃棄物収集運搬処理（木屑）

3　一般産業廃棄物の内容　

4　収集場所

5　収　集　日

   収集日は、業者と官側の調整とする。 

6　収集要領

　(1)  収集後は、処分場に搬入し、中間において第三者の廃棄物を混入しないこと。

  (2)  収集業者は、官側の指示を受けて搬出を実施する。

7　監督及び検査

　　役務履行に対し監督を実施し、役務終了後検査する。

8　その他

 (１)  本仕様書に関し、疑義がある場合は、当該係官に連絡し、指示を受けること。

　　陸上自衛隊　福島駐屯地業務隊 補給科　管理官倉庫南側及び愛宕山周辺

陸　上　自　衛　隊　仕　様　書

仕　様　書　番　号

一般廃棄物収集運搬処理（木屑）

第　８　号

　  木屑　　 約1０,０００Kg


